
地域で 医療で 介護で 福祉で

　「ロバ隊長」は、「認知症サポーター
キャラバン」のマスコットです。認
知症サポーターの「キャラバン」（隊
商）の隊長として、「認知症になって
も安心して暮らせる町づくり」への
道のりの先頭を歩いています。
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 １．一人の人としてふつうに接する
 ２．自尊心を傷つけない
 ３．笑顔で楽しく
 ４．視野に入って話す
 ５．聞こうとしている姿勢を示す
 ６．ゆっくりとひとつずつ話す
 ７．なじみのある言葉を使う
 ８．本人が好むことやなじみのあることを話題にする
 ９．不安や不快を感じていないか、注意を払う
10．本人に必ず聞く、たずねる、確かめる

その人の人生の集大成の時期、一人ひとりのストーリーと なじみを大切にしながら、本人・家族・地域と専門職がともに

認知症集中支援チーム（地域ケア会議）

（介護保険のサービスと地域のいろいろなサービスを利用しよう。）

　認知症医療連携につ
いての詳細は裏表紙に
紹介しています。
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認知症は恥ではありません。今は誰
もが認知症になるか接することにな
る社会です。

認知症は大脳の障害によって認知機
能が低下し、社会生活に支障をきた
すようになった状態を言います。

認知症は適切な治療やケアによ
って進行を抑えたり、症状を軽
減させます。

認知症の人と接するときの10のヒント

　認知症は高齢者に最も多い病気の一つです。
85歳の約半数、95歳の8割は認知症と推定され
ています。また、若年認知症の方もたくさんおら
れ、その対応や就労等、課題となっています。　

主な認知症のタイプ
・アルツハイマー型認知症
・レビー小体型認知症
・前頭側頭型認知症（ピック病）
・血管性認知症　・その他

　「薬物療法」、「非薬物療法」（音楽療法、
回想法、園芸療法など）、「ケア」を適切に
組み合わせて行うことが大切です。ご家
族だけでなく、医療や介護、地域の人々
と連携してチームで支えていきましょう。

うつ病など認知
症とよく似た症
状の病気もある
ので正しい診断
が重要です。

豊かに安心して暮らすために

からだ・心・暮らし方・環境等の状況を確認しなが
ら、よりよい対応についてみんなで話し合います。

確定診断

介護予防サポーター（認
知症サポーター）とは認
知症を正しく理解し、認
知症の人やその家族を見
守り、応援する人のこと
です。町で養成講座を行
っています。
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